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公助、共助連携による

地域消防力の必要性
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地域消防力最適運用システム地域消防力最適運用システムの機能の機能

延焼予測シミュレーション機能

避難道路の火災危険度予測

必要消防力や消防効果の算定機能



豊橋市実証実験での同時多発火災延焼予測

100出火点で
道路危険度判定
まで5分程度



延焼予測の街区
レベル詳細表示



延焼シミュレーション結果のマクロ表示例（１）

街区単位の集計
累積炎上建物数

10分後



街区単位の集計
累積炎上建物数

10時間後

延焼シミュレーション結果のマクロ表示例（２）



避難道路の火災危険度予測

：道路ノード 

：危険度A 

：危険度B 

：危険度C 

：危険度無し 

：延焼ライン 

：危険度A範囲 

：危険度B範囲 

：危険度C範囲 

危険度C ；120分後に通行が不可能となる恐れのある道路 

危険度B ；90分後に通行が不可能となる恐れのある道路    

危険度A ；60分後に通行が不可能となる恐れのある道路 

（備考） 

図 3 道路危険度表示 



ご清聴ありがとうございました
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